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使用上のご注意・お知らせ

建設現場から発生した高含水泥土を短時間で固化し、
ダンプトラックによる即時搬出を可能とした泥土改良剤です。

高含水泥土発生 MT シリーズ添加・混合 ダンプトラック積込み 即時搬出

2025 年 6 月改訂

本製品ご使用の際は、防じんマスクおよび保護手袋を着用し、改良対象土へ散布してください。
本製品は非常に少ない添加量で改良可能です。標準添加量の範囲内でご使用ください。
本製品を均一に混合するため、鋼製水槽やピット内での混合を推奨いたします。
MT-2・3 は低添加量で泥土を塑性状態に改良可能ですが、これらは十分に混合することでその効果を発
揮します。したがって、改良土量が多い場合や混合が困難な場合はドライブミキシング等のバックホウア
タッチメントによる改良を推奨いたします。
MT-１処理土にセメントや石灰等を添加すると、泥土中の水分が一部排水される場合がございますので、
ご使用の際は事前配合試験にてご確認ください。
本製品にはセメント・石灰は一切含まれておりません。
本製品を屋外で保管する際は、日光や雨水に当たらないようブルーシート等で覆ってください。
本製品サンプルは無償でご提供しておりますので、ご希望のお客様は弊社または販売店までお問い合わせ
ください。
弊社では現地採取土を用いた配合試験を無償で実施しております。泥土を 20~30kg 程度お送りいただけ
れば土質試験室にて配合試験を実施し、即時運搬可能となる本製品の最適添加量を算出いたします。
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発  注  者 :
工事概要：

静岡県　　　工事場所：静岡県　　　施工時期：2021 年 11 月
本工事は河川に堆積した泥土を浚渫し河積を確保するための河道掘削工事です。現場は作
業ヤードが非常に狭く、泥土を仮置きするスペースがありませんでした。当初、石灰での
改良を検討していましたが、現場が狭く保管場所がないことや近隣への飛散が懸念されて
いました。
そこで、MT-2 が採用され、泥土を本製品で改良した後、約 10km 離れた仮置き場へ即時
搬出しました。

河道掘削工事

1

現場全景 掘削状況

泥土の状態 MT-2 混合

改良完了 ダンプトラック積込み

01河川・ダム関連

発  注  者：
工事概要：

東京都　　　工事場所：東京都　　　施工時期：2017 年 5 月
本工事はゲリラ豪雨等による洪水被害を軽減するための河川護岸工事です。河川に堆積し
た泥土を浚渫し、河積を確保する必要がありましたが、現場が非常に狭く泥土を仮置きす
るスペースがありませんでした。
そこで、MT-1 が採用され、泥土を本製品で改良した後、約 20km 離れた改良土センター
へ即時搬出しました。

河川護岸整備工事

2

現場全景 狭小な現場状況

泥土の状態 MT-1 添加

MT-1 混合 改良完了

02河川・ダム関連



3

発  注  者：
工事概要：

国土交通省　　　工事場所：北海道　　　施工時期：2015 年 4 月
本工事は新規ダム建設に伴う付替え道路の橋脚を設置する工事です。橋脚を設置するため、
ダム湖に堆積した泥土を浚渫する必要がありましたが、同現場は生活用水を供給するダム
であったため、セメントや石灰等を使用することができませんでした。
そこで、中性かつ安全性に優れた MT-2 が採用され、泥土を本製品で改良した後、数 km 
離れた仮置き場へ即時搬出しました。

現場全景 浚渫状況

泥土の状態 MT-2 添加

改良完了 ダンプトラック積込み

橋脚建設工事03河川・ダム関連

4

発  注  者：
工事概要：

国土交通省　　　工事場所：岩手県　　　施工時期：2023 年 7 月
本工事はダムに堆積した泥土を浚渫する工事です。揚土ピットには前年度工事で浚渫した
泥土が堆積しており、この泥土を土砂受入地へ搬出する必要がありました。しかし、ダム
の水位が上がり揚土ピットが長期間水没していた影響で、含水比の高い泥土は搬出が困難
でした。
そこで、MT-2 が採用され揚土ピット内の泥土を本製品で改良した後、約 7km 離れた土
砂受入地へ即時搬出しました。

現場全景 泥土の状態

MT-2 混合 改良完了

ダンプトラック積込み 即時搬出

ダム浚渫工事04河川・ダム関連



5

発  注  者：
工事概要：

秋田県　　　工事場所：秋田県　　　施工時期：2019 年 7 月
本工事はため池の堤体盛土および取水施設の築造を行う工事です。ため池内に堆積した泥
土を早期に搬出する必要がありましたが、泥土の含水比が高く、ダンプトラックによる搬
出が困難でした。
そこで、六価クロムの溶出懸念がなく、工期を短縮できることが評価され、MT-1 が採用
されました。泥土を本製品で改良した後、約 10km 離れた処分場へ即時搬出しました。

現場全景 MT-1 添加

MT-1 混合 改良完了

ダンプトラック積込み 即時搬出

ため池整備工事05ため池関連

発  注  者：
工事概要：

山形県　　　工事場所：山形県　　　施工時期：2018 年 6 月
本工事はため池の貯水量確保と堤体の耐震性向上を目的とした改修工事です。現場には泥
土が厚く堆積していたため、貯水量の減少や水質悪化等が問題となっていました。
そこで、泥土の搬出方法について石灰と MT-2 を比較検討した結果、MT-2 の方が中性か
つ安価に搬出可能であることが確認され、本製品が採用されました。泥土を MT-2 で改良
した後、約 1km 離れた耕作地に即時搬出し、天日乾燥後にかさ上げ盛土として再利用さ
れました。

ため池改修工事

6

現場全景 泥土の状態

MT-2 添加 MT-2 混合

ダンプトラック積込み 即時搬出

06ため池関連



発  注  者：
工事概要：

秋田県　　　工事場所：秋田県　　　施工時期：2019 年 2 月
本工事は漁港内に堆積した泥土を浚渫する工事です。揚土後はダンプトラックで搬出する
予定でしたが、含水比が高く搬出が困難でした。当初はセメント改良も検討していました
が、搬出には 200kg/m³ 以上の添加量が必要になり六価クロムやアルカリの溶出が懸念さ
れていました。
そこで、中性かつ低添加量で改良できる MT-3 が採用され、泥土を本製品で改良した後、
約 22km 離れた仮置き場へ即時搬出しました。

漁港浚渫工事

7

泥土の状態 MT-3 添加

MT-3 混合 改良完了

ダンプトラック積込み 即時搬出

07港湾関連

発  注  者：
工事概要：

国土交通省　　　工事場所：青森県　　　施工時期：2020 年 11 月
本工事は航路確保の浚渫工事に伴う土砂の受入れ先として土砂処分場を築堤する工事で
す。同処分場は浚渫土砂を利用して築堤する計画でしたが、泥土の含水比が非常に高いた
め、運搬効率が悪く、築堤作業が困難でした。
そこで、MT-3 が採用され、泥土を即時運搬可能な状態に改良した後、セメント改良を経
て築堤材に再利用されました。

土砂処分場築堤工事

8

着工時現場全景 泥土の状態

MT-3 添加 改良後運搬

セメント改良 築堤完成

08港湾関連



発  注  者：
工事概要：

民 間　　　工事場所：東京都　　　施工時期：2018 年 7 月
本工事は都内におけるマンション建設工事です。摩擦杭施工時にセメントを含む高含水泥
土が発生するため、石灰での改良を検討していました。しかし、現場が狭く保管場所がな
いこと、消防法上の安全確保が難しいことが課題でした。
そこで、低添加量かつ反応時に全く発熱のない MT-2 が採用され、泥土を本製品で改良し
た後、現場内の仮置き場へ即時搬出しました。

マンション建設工事

9

泥土の状態 MT-2 添加

MT-2 混合 改良完了

即時搬出 改良土仮置き

09杭打ち関連

発  注  者：
工事概要：

民 間　　　工事場所：宮城県　　　施工時期：2022 年 1 月
本工事は集合住宅の建設工事です。オールケーシング工法による掘削から発生した泥土は
何らかの改良が必要でした。また、発生した泥土は近隣の処分場へ搬出し、その後農地へ
転用予定でした。
そこで、安全面や環境面で優れた MT-2 が採用され、泥土を本製品で改良した後、ダンプ
トラックで処分場へ即時搬出しました。

集合住宅建設工事

10

掘削状況 泥土の状態

MT-2 添加 MT-2 混合

改良完了 ダンプトラック積込み

10杭打ち関連



発  注  者：
工事概要：

新潟県　　　工事場所：新潟県　　　施工時期：2021 年 7 月
本工事は排水機場の建設工事です。中掘杭工法による杭打設時に高含水泥土が発生するた
め、何らかの改良が必要でした。また、現場周辺環境への影響が懸念されていました。
そこで、中性かつ発じん抑制処理がされた MT-2 が採用され、泥土を本製品で改良した後、
ダンプトラックで仮置き場へ即時搬出しました。

排水機場建設工事

11

現場全景 泥土の状態

MT-2 添加 MT-2 混合

ダンプトラック積込み 即時搬出

11杭打ち関連

発  注  者：
工事概要：

非公表　　　工事場所：岩手県　　　施工時期：2020 年 1 月
本工事は雨水ポンプ場の建設工事です。プレボーリング工法による杭打設時にセメントを
含む高含水泥土が発生するため、石灰での改良を検討していました。しかし、現場が狭く
保管場所がないことや近隣への飛散が課題でした。
そこで、低添加量かつ発じん抑制処理がされた MT-3 が採用され、泥土を本製品で改良し
た後、ダンプトラックで処分場へ即時搬出しました。

雨水ポンプ場復興工事

12

現場全景 杭打設状況

MT-3 添加 MT-3 混合

改良完了 ダンプトラック積込み

12杭打ち関連



発  注  者：
工事概要：

民間　　　工事場所：香川県　　　施工時期：2015 年 8 月
本工事はメガソーラーから工業団地への電力管を埋設する工事です。当初、泥濃式推進工
法から発生した余剰泥水は、バキューム車で中間処理施設へ運搬する予定でしたが、その
運搬コストが高いことが課題でした。
そこで、余剰泥水を MT-1 で改良後、ダンプトラックで即時搬出した結果、バキューム車
に比べ大幅なコスト削減につながりました。

電力管埋設工事

13

推進状況 泥土の状態

MT-1 添加 改良完了

ダンプトラック積込み 即時搬出

13推進・シールド関連

発  注  者：
工事概要：

東京都　　　工事場所：東京都　　　施工時期：2019 年 11 月
本工事はゲリラ豪雨の際、市街地への浸水を防ぐための貯水管を築造する工事です。泥土
圧シールド工から発生した泥土は、当初密閉ダンプでの搬出を検討していましたが、運搬
コストや車の手配が懸念されており、東京都の定める「東京都建設泥土リサイクル指針」
にもとづき改良することになりました。
MT-3 とセメントを併用し泥土を改良・養生後、目標品質を満たしたことを確認し、現場
から搬出しました。

泥土圧シールド工事

14

掘進前状況 泥土の状態

MT-3 混合 セメント混合

3 時間養生後の状態 ダンプトラック積込み

14推進・シールド関連



発  注  者：
工事概要：

民間　　　工事場所：宮城県　　　施工時期：2019 年 12 月
本工事は都市部に高層マンションを建設する工事です。地下部分を掘削すると、地下水を
多く含む泥土が大量に発生し、その処理が課題でした。
そこで低添加量かつ中性で改良可能な MT-1 が採用され、泥土を本製品で改良した後、処
分場へ即時搬出しました。

高層マンション建設工事

15

泥土の状態 MT-1 添加

MT-1 混合 改良完了

ダンプトラック積込み 即時搬出

15その他

発  注  者：
工事概要：

熊本県　　　工事場所：熊本県　　　施工時期：2023 年 1 月
本工事は水田の大区画化を目的としたほ場整備工事です。既存水路を現地泥土で埋め戻し
農地として利用する予定でしたが、泥土の含水比が高く埋め戻しが困難でした。当初は石
灰での改良を検討していましたが、作物への影響の懸念から石灰の使用は不可でした。
そこで、本製品を用いて比較配合試験を実施したところ、泥土を即時運搬できること、天
日乾燥によって目標強度を満足すること、作物への安全性が高いことなどが評価され
MT-2 が採用されました。これらの実績から、他工区でも本製品が採用されました。

ほ場整備工事

16

泥土の状態 MT-2 混合

混合状況確認 改良完了

改良後の状態 土壌硬度測定

16その他



場　所：
概　要：

広島県　　　採用時期：2023 年 10 月
本現場は様々な工事現場から発生した無機性汚泥を受入れ、再生土として出荷する中間処理
施設での採用事例です。
同施設では受入槽で上水を排水した後、セメントのみで改良していたため、プラントまでの
運搬性が悪いこと、添加量が膨大であることが課題となっていました。
そこで、上水排水後に MT シリーズで改良したところ、プラントまでの運搬性が向上するだ
けでなく、セメント添加量も削減できたことから、大幅なコスト削減につながりました。

中間処理施設での採用事例

17

排水処理後の状態 MTシリーズ改良後の状態

MTシリーズ改良土をプラントへ投入 プラント稼働状況①

プラント稼働状況② 再生土完成

17その他

場　所：
概　要：

神奈川県　　　採用時期：2023 年 8 月
本工事は都市部にトンネルを築造する工事（NATM 工法）です。現場で使用する生コン車の
使用後の洗い水にはノロを含有しており、定期的に場外搬出する必要がありました。しかし、
現場が狭小であること、バキュームカーの長期確保が困難でした。
そこで、低添加量かつ即時搬出が可能という特長から MT-2 が採用され、泥土を本製品で改
良した後、一般公道を通行して、所定の処分場へ通常の 10ｔダンプトラックにて運搬しました。

都市部山岳工法工事

18

現場状況 泥土の状態

MT-2 添加 MT-2 混合

ダンプトラック積込み 場外搬出

18その他
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